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い
が
、
な
ぜ
か
。

　

総
務
部
長　

精
力
的
に
取

り
ま
と
め
て
い
る
が
、
最
終

段
階
で
手
間
取
っ
て
い
る
。

早
急
に
策
定
し
た
い
。

◆
山
城
人
権
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

　

新
し
い
組
織
と
し
て

立
ち
上
げ
る
必
要
が
あ
っ
た

の
か
、
既
存
の
組
織
で
も
十

分
行
え
る
の
で
は
。

　

市
民
部
長　

人
権
問
題
は
、

広
域
的
な
課
題
で
あ
る
。
各

市
町
村
、
団
体
、
企
業
等
が

連
携
し
、
幅
広
い
活
動
の
展

開
を
期
待
し
て
い
る
。

◆
草
内
区
内
の
横
断
歩
道
設

置
　

　

通
学
路
と
な
っ
て
い

る
草
内
区
内
の
交
差
点
へ
の

横
断
歩
道
設
置
に
つ
い
て
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
か
ら
要
望
し
て

総

務

◆
職
員
の
人
事
管
理

　

　

職
員
の
超
過
勤
務
の

実
態
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　

職
員
課
長　

19
年
度
で
は
、

い
ま
だ
年
間
１
０
０
０
時
間

を
超
え
る
職
員
が
い
る
。
月

80
時
間
を
超
え
る
職
員
は
、

19
年
４
月
で
29
人
、
５
月
で

16
人
で
あ
っ
た
。

　

　

正
規
職
員
の
採
用
を

増
や
す
計
画
は
あ
る
の
か
。

　

職
員
課
長　

定
員
適
正
化

計
画
に
よ
り
人
員
削
減
を
22

年
度
ま
で
進
め
る
必
要
が
あ

る
が
、
定
数
に
つ
い
て
は
、

現
場
を
見
な
が
ら
適
正
に
対

応
し
た
い
。

　

　

職
員
人
材
育
成
計
画

の
作
成
は
ま
だ
で
き
て
い
な

い
る
が
、
進
捗
状
況
は
。

　

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
担
当

課
長　

園
児
・
児
童
の
通
学

の
安
全
確
保
を
行
う
観
点
か

ら
、
現
在
、
田
辺
警
察
署
等

と
協
議
中
で
あ
る
。

◆
耐
震
診
断
の
助
成
策

　

　

耐
震
診
断
と
耐
震
改

修
を
進
め
る
対
策
に
つ
い
て

は
ど
う
か
。

　

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
担
当

課
長　

昨
年
度
、耐
震
計
画
、

地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
耐

震
の
助
成
制
度
を
策
定
し
た

が
、
運
用
に
つ
い
て
は
、
現

在
、建
設
部
で
行
っ
て
い
る
。

文
教
福
祉

◆
保
護
者
に
よ
る
理
不
尽
な

要
求

　

　

本
市
に
お
い
て
、
保

護
者
に
よ
る
理
不
尽
な
要
求

の
実
態
は
ど
う
か
。

　

学
校
教
育
課
総
括
指
導
主

事　

現
在
、
理
不
尽
な
要
求

と
思
え
る
よ
う
な
も
の
は
な

い
。

◆
学
校
図
書
館
専
任
司
書
の

配
置

　

　

学
校
図
書
館
に
専
任

司
書
を
配
置
し
て
ほ
し
い
が
、

で
き
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
市

の
見
解
は
。

　

教
育
部
長　

現
在
、
司
書

教
諭
を
配
置
し
て
お
り
、
今

後
そ
の
経
緯
を
含
め
て
、
専

任
司
書
に
つ
い
て
議
論
し
て

い
き
た
い
。

◆
昼
食
を
持
参
で
き
な
い
生

徒
へ
の
対
応
策

　

　

恒
常
的
に
弁
当
を
持

参
で
き
な
い
生
徒
に
対
す
る

対
応
策
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　

学
校
教
育
課
担
当
課
長　

何
ら
か
の
方
法
で
は
考
え
て

い
き
た
い
と
思
う
が
、
食
中

毒
の
発
生
な
ど
あ
ら
ゆ
る
こ

と
を
想
定
し
、
慎
重
に
協
議

を
し
て
い
き
た
い
。

◆
保
育
所
、
学
校
等
に
お
け

る
安
全
対
策

　

　

訪
問
し
た
保
育
所
に

お
い
て
、
門
の
鍵
が
壊
れ
て

い
た
り
、
ブ
ザ
ー
を
押
し
て

も
返
答
が
な
か
っ
た
り
し
た

こ
と
が
あ
っ
た
が
、
安
全
対

策
に
つ
い
て
現
状
は
ど
う
か
。

　

こ
ど
も
福
祉
課
長　

保
育

所
に
は
、
防
犯
カ
メ
ラ
と
イ

ン
タ
ー
ホ
ン
を
設
置
し
て
い

る
が
、
安
全
上
問
題
が
あ
る

点
に
つ
い
て
は
、
管
理
者
に

指
導
し
た
い
。

◆
特
定
健
診
の
費
用
負
担

　

　

40
歳
以
上
を
対
象
に

行
っ
て
き
た
一
般
健
診
と
基

本
健
診
が
特
定
健
診
と
な
っ

た
が
、
費
用
の
負
担
は
ど
う

な
る
の
か
。

　

健
康
介
護
課
長　

受
診
率

を
上
げ
る
必
要
も
あ
り
、
無

料
で
の
実
施
を
考
え
て
い
る
。

建
設
経
済

◆
市
北
部
地
域
の
道
路
問
題

　

　

花
住
坂
か
ら
松
井
ケ

丘
に
抜
け
る
道
路
の
交
通
量

調
査
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　

建
設
政
策
推
進
室
担
当
課

長　

京
都
府
と
も
協
議
し
早

期
に
調
査
を
実
施
し
た
い
。

　

　

健
康
村
内
の
通
学
路

の
拡
幅
に
つ
い
て
地
元
か
ら

要
望
が
出
て
い
る
が
ど
う
か
。

　

施
設
整
備
課
長　

地
権
者

と
協
議
し
て
、
可
能
な
ら
ば

拡
幅
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

◆
花
住
坂
に
お
け
る
違
法
建

築
店
舗
問
題

　

　

店
舗
の
移
転
先
を
検

討
中
と
聞
く
が
、
移
転
先
も

違
法
建
築
と
な
ら
な
い
か
。

　

計
画
建
築
課
長　

移
転
先

に
つ
い
て
京
都
府
と
現
地
を

確
認
し
た
い
。

◆
興
戸
区
開
発
の
避
難
通
路

　

　

預
託
金
１
２
０
０
万

円
を
請
求
す
る
交
渉
相
手
が

特
定
で
き
て
な
い
の
で
は
。

　

建
設
部
長　

避
難
通
路
の

整
備
が
第
一
で
あ
り
、
整
備

後
の
費
用
を
も
っ
て
請
求
で

き
る
よ
う
特
定
し
た
い
。

◆
緑
泉
園
操
業
協
定
延
長
に

伴
う
大
住
草
内
線
の
建
設

　

　

協
定
の
延
長
に
当
た

っ
て
、
大
住
草
内
線
の
建
設

を
要
望
し
て
い
た
と
思
う
が
、

担
当
部
署
の
考
え
は
。

　

建
設
部
長　

山
手
幹
線
や

新
田
辺
草
内
線
が
整
備
さ
れ

て
い
る
中
で
、
建
設
は
事
実

上
難
し
い
こ
と
を
十
分
説
明

し
た
上
で
、
協
定
書
を
締
結

し
た
と
考
え
て
い
る
。　
　

◆
第
二
京
阪
道
路
パ
ー
キ
ン

グ
エ
リ
ア
建
設

　

　

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

か
ら
百
貨
店
に
入
店
で
き
る

計
画
と
聞
い
て
い
た
が
、
そ

の
後
ど
う
か
。

　

計
画
建
築
課
長　

Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｃ
Ｏ
は
、
当
初
の
計
画
を
変

更
し
、
ト
イ
レ
と
自
販
機
の

み
の
設
置
と
考
え
て
い
る
。

市
か
ら
も
強
く
要
望
す
る
が
、

難
し
い
状
況
で
あ
る
。

◆
地
球
温
暖
化
防
止
計
画

　

　

第
２
期
計
画
か
ら
甘

南
備
園
を
加
え
な
か
っ
た
理

由
は
何
か
。

　

経
済
環
境
部
副
部
長　

京

都
府
か
ら
の
指
導
も
あ
り
、

甘
南
備
園
の
業
務
内
容
か
ら

判
断
し
て
、
第
２
期
計
画
で

は
除
外
し
た
。

携帯電話のリサイクル推進を求める意見書
　レアメタルを含む非鉄金属はわが国の産業競争力の要とも言わ
れており、その安定確保はわが国の産業にとって重要な課題であ
る。近年、国際価格の高騰や資源獲得競争の激化により、その確保
に懸念が生じている。
　貴重な鉱物資源をめぐるこのような状況を受け、使用済み製品に
使われたレアメタルの再利用推進が重視されている。
　そこで、政府に対して、使用済みの携帯電話の適正な処理とレア
メタル等の有用な資源の回収促進を図るため、下記の事項について
早急な対策を講じるよう強く求める。

記
１．必要な法整備を行うこと。
２．企業・団体の取組を支援する施策を行うこと。
３．簡略化等による省資源化を実現すること。
４．循環利用のための社会システムの確立を目指すこと。

可決した 意見書（要約）

生活保護受給者の通院移送費削減についての意見書
　70 歳以上の生活保護受給者に支給されていた老齢加算の廃止、
15 歳以上の子どもを持つ、ひとり親世帯に支給されていた母子加
算についても全廃するなど、政府による生活保護基準の切り下げや
諸物価の値上がりで、生活保護世帯の生活は大変厳しいものになっ
ている。
　現行の生活保護制度では、通院移送費は「最低限度の移送」に必
要な実費が支給されてきたが、厚労省は通院移送費の使える範囲
を、（１）緊急時などに狭める（２）受診できる医療機関を福祉事
務所管内にするとの通知を出した。
　最低生活を送る生活保護受給者にとって、通院交通費の打ち切り
や削減は、医療へのアクセスを絶たれることになり、医療の権利が
奪われ、命の危険さえ起こりかねない。
　よって、生活保護受給者が安心して医療が受けられるように、通
院移送費はこれまでどおり支給するよう求めるものである。

委員会管外視察研修

　５月 13 日に愛知県刈谷市議会、14
日に同県幸田町議会を訪れ、広報編集
特別委員会の管外視察研修を行いま
した。
　今後の市議会だよりの編集に生か
すべく、市議会だよりの編集・発行、
ホームページ作成、インターネット映
像配信システムについて研修しまし
た。

広報編集特別委員会

　５月９日に井手町立井手小学校を
訪れ、文教福祉常任委員会の管外視察
研修を行いました。
　平成 18 年度に文部科学省から委託
された「学校図書館支援センター推進
事業」をはじめ、学校図書館の機能の
充実や強化を行う井手町独自の様々
な取り組み内容について研修しまし
た。

文教福祉常任委員会

  防犯対策のため正門に設置された　　　　　
　　　　　　   インターホン（河原保育所）

［仮称］田辺パーキングエリア（下り線）の
イメージ図（NEXCO 西日本より提供）
※今後の検討により変更の可能性があります。

所
管
事
務
調
査

　５月28日に東京都日比谷公会堂で開催
されました全国市議会議長会定期総会に
おいて、４年以上市議会正副議長の職に
あった者として畑俊宏前議員が議長会か
ら表彰をされました。
　なお、６月16日に上田議会議長から表彰の伝達を行いました。

畑 前議員が全国市議会議長会から表彰


